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排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
処
理
（
三
。
完
）

一二三

は
じ
め
に

海
洋
法
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
制
度
（
以
上
五
一
巻
二
号
）

漁
業
紛
争
の
取
扱
い
を
め
ぐ
る
交
渉
（
五
一
巻
三
・
四
号
）

海
洋
法
条
約
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
地
位
（
以
下
本
号
）

む
す
び

三
　
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
地
位

　
　
　
一
九
七
九
年
春
の
第
八
会
期
の
終
了
時
に
公
表
さ
れ
た
「
統
合
草
案
第
一
次
改
訂
案
（
一
〇
Z
日
＼
カ
Φ
く
。
一
）
」
に
お
い
て
は
、
第
五
交
渉
グ

　
　
ル
ー
・
プ
の
交
渉
結
果
が
、
表
現
統
一
上
の
字
句
修
正
を
行
っ
た
だ
け
で
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
て
、
第
二
九
六
条
（
第
二
節
の
適
用
の
制
限
）

　
　
お
よ
び
第
二
九
七
条
（
予
備
手
続
）
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
一
九
八
○
年
春
の
第
九
会
期
の
終
了
時
に
公
表
さ
れ
た
「
統
合
草
案
第
二
次
改
訂
案
（
一
〇
Z
日
＼
幻
①
く
●
N
）
」
に
お
い
て
も
、
漁
業
紛
争
の

説
　
処
理
に
関
す
る
規
定
に
は
ま
っ
た
く
手
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
（
同
第
二
九
六
条
三
項
）
。
」
し
か
し
、
第
二
九
八
条
に
基
づ
い
て
選
択
的
除

論
　
外
宣
言
の
対
象
と
な
る
紛
争
の
範
囲
に
つ
い
て
、
統
合
草
案
の
表
現
か
ら
生
じ
た
誤
解
を
是
正
す
る
た
め
の
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
。
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論説

こ
れ
は
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
に
係
る
法
律
の
執
行
活
動
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
も
、
・
第
二
九
六
条
一
項
に

よ
り
強
制
的
手
続
の
適
用
を
う
け
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
除
外
宣
言
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
の
修
正
で
あ
る

（
伺
第
二
九
八
条
一
項
働
）
。
な
お
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
関
す
る
紛
争
の
解
決
に
つ
い
て
は
、
漁
業
紛
争
の
場
合
と
同
様
に
、
沿
岸
国
の

同
意
制
度
（
同
第
二
四
六
条
）
　
に
関
す
る
権
利
と
裁
量
の
行
使
、
お
よ
び
、
沿
岸
国
の
調
査
終
止
権
（
同
義
二
五
三
条
）
に
関
す
る
決
定
を
め

ぐ
る
紛
争
に
つ
い
て
は
強
制
的
手
続
が
適
用
さ
れ
ず
、
こ
れ
ら
の
条
文
に
関
係
す
る
紛
争
は
、
義
務
的
調
停
に
付
託
さ
れ
る
と
い
う
変
更

が
加
え
ら
れ
た
（
同
第
二
九
六
条
二
項
）
。
ま
た
、
海
域
の
境
界
画
定
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
㍉
第
二
九
八
条
に
基
づ
き
選
択
的
除
外
宣
言

を
行
っ
た
国
は
、
こ
の
種
の
紛
争
を
義
務
的
調
停
に
付
託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
方
式
も
導
入
さ
れ
て
い
る
（
同
第
二
九
八
条
一
項

緊　
ど
こ
ろ
で
、
一
九
七
六
年
の
統
合
草
案
の
公
表
以
後
に
お
け
る
、
紛
争
解
決
制
度
を
め
ぐ
る
交
渉
の
進
展
は
、
条
約
に
規
定
さ
れ
た
包

括
的
な
紛
争
解
決
手
続
の
適
用
が
制
限
ま
だ
は
除
外
さ
れ
る
、
個
別
的
な
事
例
に
関
す
る
妥
協
を
積
み
重
ね
る
方
向
を
た
ど
っ
た
。
そ
の

結
果
、
条
約
に
定
め
為
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
沿
岸
国
に
ま
る
行
使
か
ら
生
ず
る
紛
争
に
つ
い
て
、
強
制
的
手
続
が
適
用
さ
れ
る

事
例
と
、
強
制
的
手
続
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
事
例
と
、
強
制
的
手
続
の
適
用
が
除
外
さ
れ
る
事
例
と
を
区
別
す
る
交
渉
結
果
が
う
ま
れ

た
。
た
と
え
ば
、
こ
の
条
約
の
解
釈
と
適
用
に
関
す
る
紛
争
は
、
強
制
的
な
解
決
手
続
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
を
原
則
と
す
る
が
（
第
二
次

改
訂
案
第
二
八
六
条
）
、
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
や
漁
業
に
関
係
す
る
紛
争
忙
つ
い
て
は
、
強
制
的
手
続

の
適
用
が
制
限
ま
た
は
除
外
さ
れ
る
場
合
を
規
定
し
て
い
る
（
同
第
二
九
六
条
二
i
三
項
）
。
さ
ら
に
、
こ
の
例
外
に
対
す
る
例
外
と
し
で
、

排
他
的
経
済
詠
域
斑
湘
蹴
る
紛
争
で
あ
っ
て
も
、
航
行
、
」
上
空
機
肴
為
ゐ
《
は
海
底
電
線
壽
ま
び
海
臓
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
自
由
な

ど
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
強
制
的
手
続
が
適
肘
さ
れ
る
場
合
を
列
挙
し
て
い
る
（
同
第
二
九
六
条
一
項
）
σ
あ
わ
せ
て
、
こ
の
条
約

は
、
特
定
の
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
、
締
約
国
に
強
制
的
手
続
の
適
用
除
外
を
宣
言
で
き
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
（
同
門
二
九
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八
条
）
。

　
ま
た
、
こ
れ
ま
で
条
約
の
紛
争
解
決
制
度
は
、
紛
争
の
任
意
的
解
決
手
続
（
第
一
五
部
第
一
節
）
と
、
紛
争
の
強
制
的
解
決
手
続
（
同
第
二

節
）
と
か
ら
構
成
さ
れ
そ
き
た
。
し
か
し
、
交
渉
の
進
展
の
結
果
、
漁
業
に
関
す
る
紛
争
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
に
関
す
る
紛
争
、
お
よ

び
、
海
洋
の
境
界
画
定
に
関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
対
立
す
る
見
解
を
妥
協
さ
せ
る
た
め
に
、
紛
争
当
事
国
の
一
方
の
付
託
に
基
づ
い

て
手
続
が
開
始
さ
れ
る
義
務
的
調
停
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
紛
争
当
事
国
の
合
意
に
よ
っ
て
付
託
さ
れ
る
任
意
的
な
稠
停
制

度
の
ほ
か
に
（
紛
争
当
事
国
の
」
方
的
な
付
託
に
よ
っ
て
手
続
が
開
始
さ
れ
る
義
務
的
稠
停
制
度
を
設
け
て
、
両
者
を
返
隣
す
る
必
要
が

生
じ
て
き
た
。
そ
し
て
、
義
務
的
調
停
に
つ
い
て
は
、
他
方
の
紛
争
当
事
国
が
調
停
に
協
力
し
な
い
場
合
で
も
、
手
続
の
進
行
が
妨
げ
ら

れ
な
い
こ
と
を
確
保
す
る
措
置
を
明
記
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。

　
こ
う
し
て
、
条
約
に
お
け
る
紛
争
解
決
制
度
が
非
常
に
複
雑
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
の
で
、
一
九
八
○
年
夏
の
再
開
第
九
会
期
の
非
公

式
本
会
議
で
は
、
紛
争
解
決
に
関
す
る
第
一
五
部
の
規
定
を
、
体
系
的
に
再
編
成
す
る
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
五
部
の

第
一
節
で
紛
争
当
事
国
の
自
主
性
を
尊
重
す
る
任
意
的
手
続
を
、
第
二
部
で
拘
束
力
あ
る
決
定
を
伴
う
強
制
的
手
続
を
規
定
し
た
う
え

に
、
新
た
に
第
三
節
を
設
け
て
強
制
的
手
続
の
適
用
が
制
限
さ
れ
る
場
合
と
、
当
事
国
の
宣
言
に
よ
っ
て
強
制
的
手
続
の
適
用
が
排
除
さ

れ
る
場
合
に
つ
い
て
規
定
す
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、
第
三
節
の
規
定
に
よ
っ
て
義
務
的
調
停
が
開
始
さ
れ
る
場
合
に
そ
な
え
て
、
調
停

に
関
す
る
第
五
附
属
書
に
お
い
て
は
、
義
務
的
付
託
に
係
る
調
停
手
続
を
追
加
し
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
作
業
結
果
の
報
告
書
に
お

い
て
は
、
こ
う
し
た
変
更
が
条
文
の
構
成
だ
け
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
各
条
文
の
実
質
に
影
響
を
あ
た
え
る
も
の
で
は
な
い
こ
乏
が

　
　
　
　
　
　
（
2
）

強
調
さ
れ
て
い
る
。

　
一
九
八
○
年
八
月
に
公
表
さ
れ
た
「
海
洋
法
条
約
草
案
（
非
公
式
テ
キ
ス
ト
）
」
と
題
し
た
「
統
合
草
案
第
三
次
改
訂
案
．
（
8
Z
↓
＼
幻
。
＜
t

ω
）
」
に
お
い
て
は
、
こ
の
再
開
第
九
会
期
の
交
渉
結
果
に
基
づ
い
た
紛
争
解
決
条
項
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
草
案
の
第
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払貢冊 説

一
五
部
の
規
定
に
、
第
一
節
が
任
意
的
手
続
、
第
二
節
が
強
制
的
手
続
、
第
三
節
が
第
二
節
の
規
定
の
適
用
に
対
す
る
制
限
と
除
外
と
い

う
構
成
を
と
っ
た
。
な
お
、
予
備
手
続
に
関
す
る
条
文
は
、
洛
東
力
あ
る
決
定
を
伴
う
強
制
的
手
続
に
関
係
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
う
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
3
）

由
か
ら
、
第
二
節
に
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
調
停
に
関
す
る
第
五
附
属
書
は
、
こ
れ
ま
で
の
任
意
的
調
停
制
度
を
も
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

第
一
節
と
し
、
新
た
に
第
二
節
を
設
け
て
義
務
的
調
停
制
度
に
関
す
る
条
文
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
統
合
草
案
第
三
次
改

訂
案
が
紛
争
解
決
に
関
す
る
条
文
の
構
成
を
変
更
し
て
、
強
制
的
手
続
に
関
係
す
る
条
文
を
そ
の
第
二
節
に
集
中
し
、
ま
た
、
強
制
的
手

続
の
適
用
に
対
す
る
制
限
と
除
外
に
関
係
す
る
条
文
を
そ
の
第
三
節
に
配
置
し
た
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
と
く
に
論
議
さ
れ
な
か
っ
た
い
く

つ
か
の
問
題
点
を
明
確
に
す
る
の
に
有
効
で
あ
っ
た
。

　
第
一
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
他
国
が
執
拗
に
国
際
裁
判
所
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
と
い
う
、
訴
訟

手
続
の
濫
用
か
ら
沿
岸
国
を
保
護
す
る
た
め
に
、
予
備
手
続
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
予
備
手
続
が
適
用
さ
れ
る
の

は
、
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
、
国
際
司
法
裁
判
所
、
仲
裁
裁

判
所
ま
た
は
特
別
仲
裁
裁
判
所
に
対
し
て
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
に
か
ぎ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
「
第
二
八
七
条
に
規
定
す
る
裁

判
所
に
対
し
て
第
二
九
七
条
に
定
め
る
紛
争
に
つ
き
申
立
て
が
行
わ
れ
た
場
合
」
と
い
う
、
予
備
手
続
に
関
す
る
第
二
九
四
条
の
文
言
か

ら
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国
が
事
件
を
国
際
裁
判
所
に
付
託
す
る
義

務
を
負
っ
て
い
な
い
の
で
、
予
備
手
続
を
ふ
む
必
要
も
な
い
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
種
の
漁
業
紛
争
の
若
干

は
義
務
的
調
停
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
調
停
委
員
会
は
第
二
八
七
条
に
規
定
さ
れ
た
裁
判
所
で
な
い
以
上
、
予
備
手
続
も
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。

　
第
二
に
、
改
訂
草
案
で
は
、
特
定
の
事
件
に
つ
い
て
強
制
的
手
続
が
適
用
さ
れ
る
か
否
か
を
め
ぐ
る
当
事
国
間
の
紛
争
は
、
国
際
裁
判

所
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
旨
の
規
定
が
あ
っ
た
（
同
草
案
第
一
七
条
三
項
）
。
こ
れ
に
対
し
て
、
統
合
草
案
に
お
い
て
は
、
裁
判
所
が
管
轄
権
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を
有
す
る
か
否
か
に
関
す
る
紛
争
は
、
裁
判
所
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
】
般
的
な
性
質
の
規
定
に
変
更
さ
れ
た
が
（
同
草
案
第
二
八

八
条
四
項
）
、
な
お
特
定
の
紛
争
が
強
制
的
手
続
の
適
用
を
除
外
さ
れ
る
紛
争
に
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
は
、
当
該
国
際
裁
判
所
に
よ
っ

て
決
定
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
て
昏
た
。
七
か
し
馬
統
合
草
案
第
一
次
改
訂
案
以
後
の
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
内
排
他
的
経
済
水
域
泥

お
け
る
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
国
際
裁
判
所
に
事
件
が
付
託
さ
れ
な
い
こ
乏
に
な
っ
た
以
上
、
特
定
の
事
件
が
第
二
九
七
条
に
い
う
強

制
的
手
続
の
適
用
除
外
に
該
当
す
る
か
否
か
の
問
題
も
、
国
際
裁
判
所
で
審
理
さ
れ
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で

あ
る
（
現
第
二
八
八
条
四
項
）
。
ド
そ
の
か
わ
り
に
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
な
ど
義
務
的
調
停
に
付
託
さ
れ
る
事
件
に
つ
い
て
、
調

停
委
員
会
が
管
轄
権
を
も
つ
か
否
か
の
問
題
は
、
当
該
調
停
委
員
会
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
こ
と
が
薪
た
に
規
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
第

五
附
属
書
第
＝
二
条
）
。

㌔
さ
て
．
海
洋
法
条
約
草
案
（
非
公
式
テ
キ
ス
ト
）
と
題
し
た
統
合
草
案
第
三
次
改
訂
案
は
、
そ
の
後
起
草
委
員
会
に
お
い
て
文
言
に
表
現

統
一
上
の
調
整
が
く
わ
え
ら
れ
た
う
え
、
一
九
八
一
年
夏
の
再
開
第
一
〇
会
期
に
お
い
て
は
、
公
式
文
書
と
し
て
の
「
海
洋
法
条
約
草

　
　
　

案
」
に
発
展
し
て
、
　
一
九
八
二
年
の
第
一
一
会
期
に
お
い
て
「
国
連
海
洋
法
条
約
」
と
し
て
正
式
に
採
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

て
、
現
在
の
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
第
一
五
部
「
紛
争
の
解
決
」
に
関
す
る
条
項
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
定
鳳
一
九
八
○
年

忌
の
統
合
草
案
第
三
次
改
訂
案
に
掲
載
さ
れ
た
条
文
と
、
実
質
的
に
薫
じ
内
容
を
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
、
排
他

的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
解
決
に
関
す
る
条
文
は
、
一
九
七
八
年
の
第
五
交
渉
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
交
渉
結
果
を
採
用
し
た
、

憎
九
七
九
年
春
の
統
合
草
案
第
一
次
改
訂
案
の
規
定
が
、
そ
の
実
質
を
存
続
し
た
ま
ま
現
在
の
国
連
海
洋
法
条
約
の
条
文
へ
と
継
承
さ
れ

た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
，

　
こ
こ
で
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
処
理
に
関
す
る
、
海
洋
法
条
約
の
規
定
を
ま
と
め
て
み
ょ
う
。
海
洋
法
条
約
に
お

い
て
は
、
そ
の
解
釈
と
適
用
に
関
す
る
紛
争
で
当
事
国
の
選
択
す
る
任
意
的
手
続
で
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
は
、
一
方
当
事
国
の
要
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講
に
よ
り
拘
束
力
あ
る
決
定
を
下
す
、
国
際
裁
判
所
に
付
託
さ
れ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
原
則
は
、
漁
業
条
項
の
解
釈
と
適
用
に

関
す
る
紛
争
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
と
し
て
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物

資
源
に
関
す
る
自
国
の
主
権
的
権
利
ま
た
は
主
権
的
権
利
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
を
、
国
際
裁
判
所
に
付
託
す
る
義
務
を
負
う
も
の
で
は

な
い
（
第
二
九
七
条
三
項
團
）
。
も
っ
と
も
、
沿
岸
国
が
、
自
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
の
保
存
義
務
を
明
ら
か
に
遵
守
し
な
か
っ

た
場
合
、
他
国
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
漁
獲
可
能
量
と
自
国
の
漁
獲
能
力
を
決
定
す
る
こ
と
を
窓
意
的
に
拒
否
し
た
場
合
、
な
ら
び

に
、
自
国
が
存
在
す
る
と
宣
言
し
た
余
剰
分
の
他
国
へ
の
割
当
て
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
場
合
に
は
、
紛
争
を
調
停
に
付
託
す
る
義
務
を

負
う
（
第
二
九
七
条
三
項
働
）
。
義
務
的
調
停
手
続
は
、
’
紛
争
当
事
国
の
一
方
が
他
方
当
事
国
に
対
し
て
文
書
に
よ
る
通
報
を
行
う
こ
と
に

よ
り
開
始
さ
れ
る
’
（
第
五
附
属
書
第
一
一
条
）
。
付
託
さ
れ
た
紛
争
に
つ
い
て
、
調
停
委
員
会
が
権
限
を
有
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
の
意
見
の

相
違
は
、
調
停
委
員
会
が
決
定
す
る
（
同
第
一
三
条
）
。
調
停
委
員
会
は
、
紛
争
の
友
好
的
な
解
決
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
同
第
六
条
）
、

設
置
の
旧
か
ら
」
一
二
ヵ
月
以
内
に
報
告
を
行
う
。
こ
の
報
告
に
は
、
得
ら
れ
た
合
意
、
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
紛
争
に
関
す
る
事

実
問
題
ま
た
億
法
律
問
題
に
関
す
る
結
論
、
お
よ
び
、
紛
争
解
決
の
た
め
調
停
委
員
会
が
適
当
と
認
め
る
勧
告
が
記
載
さ
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
紛
争
当
事
国
を
拘
束
す
る
も
の
で
は
な
い
（
同
第
七
条
）
。
調
停
委
員
会
は
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
・
同
委
員
会
の
裁
量
を
も
っ
て
沿

岸
国
の
裁
量
に
代
え
て
は
な
ら
な
い
（
条
約
第
二
九
七
条
三
項
回
）
。

　
な
お
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
は
、
沿
岸
国
の
主
権
約
権
利
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
に
関
係
す
る
紛
争
に
つ
い
て
、
国
際
裁
判
所
に
対

し
て
請
求
が
も
ち
こ
ま
れ
る
場
合
を
制
限
す
る
た
め
に
、
予
備
手
続
の
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
る
（
条
約
第
二
九
四
条
）
。
ま
た
、
事
件
を

付
託
さ
れ
た
裁
判
所
は
、
最
終
的
な
判
決
が
下
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
紛
争
当
事
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
権
利
を
保
全
す
る
た
め
に
、
紛
争
当
事

国
の
要
請
に
基
づ
い
て
適
当
と
認
め
る
仮
保
全
措
置
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
（
同
感
二
九
〇
条
）
。
し
か
し
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け

る
漁
業
紛
争
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
の
場
合
に
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
除
外
さ
れ
る
関
係
で
、
謡
う
し
た
予
備
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手
続
の
履
行
を
要
求
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
国
際
裁
判
所
κ
対
し
て
仮
保
全
措
置
の
指
示
を
要
請
す
る
機
会
も
与
え
ら
れ
な
い
も

の
と
解
釈
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
締
約
国
の
当
局
に
よ
っ
て
自
国
の
船
舶
が
抑
留
さ
れ
、
合
理
的
な
供
託
金
の
支
払
ま
売
は
他
の
金
銭
上

の
保
証
を
提
供
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
船
舶
詐
る
い
は
乗
組
員
が
速
や
か
に
釈
放
さ
れ
な
か
っ
九
場
合
に
、
当
該
船
舶
の
旗
国
が
国
際

裁
判
所
に
対
し
て
釈
放
の
申
請
を
行
う
権
利
侭
、
当
該
事
件
の
本
案
と
は
関
係
な
し
に
行
使
で
き
る
の
で
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る

漁
業
紛
争
に
関
連
し
て
発
生
し
元
場
合
で
あ
っ
て
も
（
と
れ
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
（
第
二
九
二
条
）
。

　
こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
は
、
海
洋
法
条
納
の
解
釈
と
適
用
に
忙
し
て
発
生
す
る
す
べ
て
の
紛
争
を
、
国
際
裁
判
所

の
強
制
的
管
轄
の
も
と
で
解
決
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
し
か
七
、
こ
う
し
た
強
制
的
解
決
制
度
を
条
約
上
の
す
べ
て

の
事
項
に
つ
い
て
貫
徹
す
る
こ
と
に
成
功
せ
ず
、
い
く
つ
か
の
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
は
、
強
制
的
手
続
の
適
用
を
除
外
す
る
よ
う
な
交

渉
結
果
に
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
包
括
的
な
紛
争
解
決
制
度
の
例
外
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
紛
争
の
ひ
乏
つ
が
、
排
他
的
経
済
水
域

に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
問
題
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
だ
が
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
を
、
強
制
的
手
続
の
例
外

と
す
る
こ
と
の
明
確
な
理
論
的
根
拠
に
つ
い
て
、
交
渉
国
間
に
合
意
が
成
立
し
た
と
い
う
形
跡
は
み
ら
れ
な
い
。
む
し
ろ
、
交
渉
の
経
過
を

み
る
か
ぎ
り
、
こ
う
し
た
例
外
は
、
す
べ
て
の
紛
争
に
対
す
る
強
制
的
手
続
の
一
律
の
適
用
を
主
張
し
た
諸
国
と
、
沿
岸
国
が
排
他
的
権

利
を
も
つ
事
項
に
つ
い
て
国
内
裁
判
所
の
専
属
的
管
轄
権
を
主
張
b
た
題
言
と
が
対
立
し
た
た
あ
、
生
れ
た
政
治
的
な
妥
協
の
結
果
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

っ
て
、
多
数
の
国
に
海
洋
法
条
約
を
受
諾
さ
せ
る
た
め
に
支
払
わ
れ
た
代
償
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
で
、
排
他
的
経
済
水

域
の
漁
業
紛
争
な
ど
に
対
す
る
強
制
的
手
続
の
適
用
除
外
を
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
に
対
す
る
留
保
の
一
種
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の

で
あ
る
。
し
か
し
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
は
、
強
制
的
手
続
の
適
用
制
限
の
場
合
（
第
二
九
七
条
）
と
、
強
制
的
手
続
の
適
用
に
対
す
る

選
択
的
除
外
の
場
合
（
第
二
九
八
条
）
の
二
つ
の
ケ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
、
・
」
締
約
国
の
主
体
的
な
行
動
た
る
宣
言

に
よ
っ
て
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
の
適
用
を
排
除
す
る
（
8
け
。
慕
）
、
後
者
の
ケ
ー
ス
を
留
保
之
み
る
方
が
よ
り
適
当
で
あ
る
よ
う
に
思
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わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
前
者
の
ケ
ー
ス
つ
ま
り
強
制
的
手
続
の
適
用
制
限
は
、
締
約
国
の
意
思
を
間
う
こ
と
な
く
条
約
上
当
然
に
妥

当
す
る
制
限
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
の
除
外
を
正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
な
ん
ら
か
別

の
理
論
的
根
拠
が
必
要
に
な
る
も
の
と
考
え
ら
回
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
海
洋
法
会
議
で
の
交
渉
過
程
に
お
い
て
は
、
排
他
的
経
済
水
域
忙
お
け
る
漁
業
紛
争
を
国
際
裁
判
駈
へ
付
託
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
根
拠
と
し
て
、
、
い
く
つ
か
の
論
点
が
主
張
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
一
は
沿
岸
国
の
国
家
管
轄
内
で
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、

沿
岸
国
の
裁
判
所
が
管
轄
権
を
も
つ
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
の
二
は
、
沿
岸
国
が
排
他
的
経
済
水
域
の
天
然
資
源
に
対
し
て
主
権
的
権

利
を
保
有
す
る
の
で
、
国
際
法
は
そ
の
取
扱
い
を
沿
岸
国
の
排
他
的
権
限
に
委
ね
て
い
る
と
い
う
主
張
で
あ
る
。
そ
の
三
は
、
条
約
に
よ

っ
て
沿
岸
国
に
裁
量
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
の
で
、
他
国
渉
こ
の
裁
量
権
行
使
の
効
力
を
国
際
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る

主
張
で
あ
る
。
，

　
ま
ず
、
第
一
の
論
点
に
つ
い
て
み
る
な
ち
憾
、
沿
岸
国
の
領
海
湘
排
他
的
経
済
水
域
お
よ
び
大
陸
棚
に
お
い
て
発
生
す
る
紛
争
億
、
沿

岸
国
の
国
家
管
轄
内
で
生
じ
た
事
件
で
あ
る
の
で
、
沿
岸
国
裁
判
所
の
管
轄
権
に
服
す
る
事
項
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
国
際
裁
判
所
へ
の
司
法
的
請
求
の
前
提
条
件
と
し
て
、
国
内
的
救
済
を
尽
す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
場
合
に
、
領
域
国
の
司
法

機
関
に
お
け
る
審
理
を
完
了
し
て
も
な
お
救
済
が
え
ち
れ
な
か
っ
た
と
き
に
は
、
国
際
裁
判
所
に
対
し
て
訴
訟
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
紛
争
の
対
象
と
な
る
事
項
が
沿
岸
国
裁
判
所
の
権
限
に
属
す
る
事
項
で
あ
る
こ
と
が
、
た
だ
ち
に
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
を

排
斥
す
る
た
め
の
根
拠
に
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
つ
ぎ
κ
第
二
の
論
点
に
つ
い
て
、
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
天
然
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
お
よ
び
管
理
に
関
し
て
主
権
的

権
利
を
保
有
す
る
の
で
、
こ
れ
ら
の
事
項
を
排
他
的
に
管
轄
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
の
適
用
を
う
け
な
い
と

い
う
主
張
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
国
際
法
が
沿
岸
国
の
排
他
的
権
限
に
委
ね
て
い
る
事
項
に
関
す
る
紛
争
で
あ
る
こ
ど
を
強
調
す
る
も
の
で
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あ
る
。
こ
の
種
の
主
張
の
先
例
と
し
て
は
、
　
一
九
二
八
年
の
国
際
紛
争
平
和
的
処
理
に
関
す
る
一
般
議
定
書
に
お
い
て
、
「
国
際
法
が
国

の
排
他
的
管
轄
権
に
属
す
る
も
の
と
す
る
問
題
に
関
す
る
紛
争
」
に
つ
い
て
、
こ
の
議
定
書
に
規
定
さ
れ
た
紛
争
解
決
手
続
の
自
国
へ
の

適
用
を
、
留
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
た
も
の
が
あ
げ
ら
れ
る
（
同
議
定
書
第
三
九
条
二
項
㈲
）
。
た
し
か
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け

る
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
、
沿
岸
国
が
排
他
的
に
処
理
で
き
る
権
限
を
条
約
で
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
つ
い
て
国
際
裁

判
所
が
審
理
し
て
そ
の
当
否
を
論
ず
る
こ
と
は
問
題
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
は
、
天
然
資
源
に
対
す

る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
だ
け
で
な
く
、
航
行
、
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
お
よ
び
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
の
敷
設
の
自
由
に
関
連
す
る
、
他

国
の
権
利
も
承
認
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
主
権
的
権
利
の
沿
岸
国
に
よ
る
行
使
が
他
国
の
自
由
と
権
利
を
侵
害
し
た
場
合
に
も
、
国

際
裁
判
所
の
管
轄
権
の
適
用
を
一
切
う
け
な
い
な
ら
ば
、
こ
の
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
が
保
証
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
論
点
は
、
排
他
的
経
済
水
域
で
沿
岸
国
が
享
受
す
る
権
利
の
性
質
、
ひ
い
て
は
排
他
的
経
済
水
域
の
法
的
地
位
を
ど
う

み
る
か
の
問
題
に
関
係
す
る
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
、
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
交
渉
で
は
基
本
的
に
対
立
す
る
二
つ
の
見
解
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
は
、
排
他
的

経
済
水
域
が
公
海
に
設
け
ら
れ
る
区
域
で
あ
っ
て
、
沿
岸
国
は
条
約
に
規
定
さ
れ
た
権
利
と
管
轄
権
だ
け
を
、
こ
の
水
域
に
お
い
て
行
使

で
き
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
沿
岸
国
に
明
示
的
に
付
与
さ
れ
た
権
利
を
除
い
て
、
そ
の
他
一
切
の
事
項
に
つ
い
て
は
伝
統
的

な
公
海
制
度
が
、
こ
の
水
域
に
適
用
さ
れ
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
が
沿
岸
国
の
管
轄
権
水
域
で
あ

っ
て
、
他
国
は
条
約
に
規
定
さ
れ
た
権
利
と
自
由
だ
け
を
、
こ
の
水
域
に
お
い
て
享
受
す
る
と
い
う
見
解
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
国
に
明

示
的
に
承
認
さ
れ
た
権
利
を
除
い
て
、
そ
の
興
す
べ
て
の
点
で
沿
岸
国
の
排
他
的
な
支
配
が
行
使
さ
れ
る
、
準
領
海
的
な
区
域
で
あ
る
と

す
る
立
場
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
見
解
は
、
海
洋
法
条
約
に
明
示
的
に
規
定
さ
れ
て
い
な
い
権
利
に
つ
い
て
西
公
海
説
で
は
国
際
社
会
の

方
に
有
利
な
推
定
が
な
さ
れ
る
の
に
対
し
て
準
領
海
説
で
は
沿
岸
国
の
方
に
有
利
な
推
定
が
な
さ
れ
る
と
い
う
帰
結
を
と
も
な
う
点
で
、
’
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基
本
的
に
対
立
し
て
い
る
。
排
他
的
経
済
水
域
の
法
的
地
位
を
め
ぐ
る
こ
の
対
立
は
、
こ
れ
を
公
海
と
も
領
海
と
も
異
な
る
特
別
の
（
ω
鼠

説　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

論
　
σ
q
①
嵩
Φ
触
一
ω
）
区
域
と
み
な
す
と
い
う
妥
協
案
に
よ
っ
て
、
一
応
の
解
決
に
達
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
は
、
領
海
を
こ
え
て

　
　
こ
れ
に
接
続
す
る
区
域
で
あ
る
が
公
海
で
は
な
く
、
こ
の
条
約
に
定
め
る
特
別
の
法
制
度
に
服
す
る
区
域
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
法
制
度
の

　
　
も
と
で
、
沿
岸
国
の
権
利
お
よ
び
管
轄
権
と
他
国
の
権
利
お
よ
び
自
由
と
が
、
こ
の
条
約
の
関
連
規
定
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
る
こ
と
が

　
　
合
意
さ
れ
た
（
第
五
五
条
、
第
八
六
条
）
。
し
た
が
っ
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
条
約
が
沿
岸
歯
な
ら
び
に
他
国
に
認
め
た
権
利
と

　
　
そ
の
相
互
関
係
が
問
題
に
な
る
。

　
　
　
ま
ず
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
と
し
て
、
条
約
が
規
定
す
る
の
は
つ
ぎ
で
あ
る
。

　
　
　
e
生
物
で
あ
る
と
非
生
物
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
水
域
の
天
然
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
お
よ
び
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
、

　
　
口
水
域
の
経
済
的
な
探
査
と
開
発
の
た
め
の
他
の
活
動
に
関
す
る
主
権
的
権
利
、
口
人
工
島
、
設
備
お
よ
び
構
築
物
の
設
置
お
よ
び
利

　
　
用
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
馬
な
ら
び
に
、
海
洋
環
境
の
保
護
お
よ
び
保
全
に
関
し
て
、
こ
の
条
約
の
関
連
規
定
に
定
め
る
管
轄
権
、
㈱
こ

　
　
の
条
約
に
定
め
る
他
の
権
利
（
第
五
六
条
一
項
）
。
ま
た
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
と
し
て
は
、
つ
ぎ
が
規
定
さ
れ
て
い

　
　
る
。
e
す
べ
て
の
国
は
、
航
行
の
自
由
、
上
空
飛
行
の
自
由
、
海
底
電
線
と
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
自
由
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
ら

　
　
の
自
由
に
関
連
す
る
他
の
国
際
的
に
適
法
な
利
用
の
自
由
を
享
受
す
る
（
第
五
八
条
一
項
）
。
こ
れ
ら
は
、
公
海
に
お
け
る
の
と
同
じ
性
質

　
　
の
自
由
で
あ
っ
て
、
条
約
に
明
文
の
規
定
が
な
，
い
か
ぎ
り
沿
岸
国
の
干
渉
を
許
さ
な
い
、
絶
対
的
な
自
由
と
さ
れ
て
い
る
。
口
条
約
の

　
　
第
八
八
条
か
ら
第
＝
五
条
ま
で
に
規
定
さ
れ
る
公
海
制
度
の
規
則
お
よ
び
国
際
法
の
他
の
関
連
規
則
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
制
度
に

　
　
抵
触
し
な
い
か
ぎ
り
、
．
こ
の
水
域
に
適
用
さ
れ
る
（
第
五
八
条
二
項
）
。
　
こ
れ
ら
は
、
同
水
域
に
関
す
る
条
約
の
規
定
に
反
し
な
い
こ
と
を

　
　
条
件
に
し
て
行
使
さ
れ
る
、
条
件
付
の
権
利
で
あ
る
。

　
　
　
つ
ぎ
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
沿
岸
国
に
付
与
ざ
れ
た
権
利
の
行
使
と
他
国
が
享
受
す
る
権
利
の
行
使
と
が
抵
触
し
た
場
合
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に
、
い
ず
れ
の
権
利
が
優
先
す
る
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
条
約
は
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
沿
岸
国
が
権
利
を

行
使
す
る
に
あ
た
っ
て
は
他
国
の
権
利
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
を
求
め
（
第
五
六
条
二
項
）
、
同
時
に
、
他
国
が
権
利
を
行
使
す
る
に

あ
た
っ
て
は
沿
岸
国
の
権
利
に
妥
当
な
考
慮
を
払
う
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
（
第
五
八
条
三
項
）
。
つ
ま
り
、
海
洋
法
条
約
は
、
沿
岸
国
の

権
利
と
他
国
の
権
利
と
を
並
列
的
に
規
定
し
、
か
つ
、
そ
の
両
者
に
対
等
の
地
位
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
，
一
律
に
い
ず
れ
か
が
優

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

先
ず
る
も
の
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
排
他
的
経
済
水
域
は
条
約
の
規
定
に
従
う
特
別
の
法
制
度
で
あ
っ
て
、
条
約
に
明
記
さ
れ
て
い
な
い

事
項
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国
に
対
し
て
も
他
国
に
対
し
て
も
潜
在
的
な
権
利
（
↓
Φ
ω
崔
雑
益
ユ
σ
q
算
ω
）
を
認
め
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
の

条
約
の
起
草
段
階
に
は
予
想
さ
れ
な
か
っ
た
水
域
の
新
し
い
利
用
形
態
が
登
場
し
た
場
合
に
、
そ
れ
が
沿
岸
国
の
利
益
あ
る
い
は
他
国
の

利
益
と
の
関
係
に
お
い
て
、
い
か
な
る
地
位
を
占
め
る
か
の
紛
争
が
発
生
す
る
お
そ
れ
も
あ
る
。
こ
う
し
た
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
基

準
と
し
て
、
海
洋
法
条
約
は
、
紛
争
当
事
国
お
よ
び
国
際
社
会
全
体
に
と
っ
て
の
関
連
す
る
利
益
の
重
要
性
を
考
慮
し
、
衡
平
の
原
則
に

基
づ
き
、
か
つ
す
べ
て
の
関
連
す
る
事
情
に
照
ら
し
て
、
こ
の
紛
争
を
解
決
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
（
第
五
九
条
）
。
こ
の
こ
と
は
、
海
洋
法

条
約
に
規
定
さ
れ
た
沿
岸
国
の
権
利
と
他
国
の
権
利
が
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
法
律
関
係
の
す
べ
て
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
、
今
後
も
こ
の
水
域
に
つ
い
て
新
し
い
権
利
、
自
由
ま
た
は
管
轄
権
が
生
成
す
る
余
地
を
残
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
も

っ
と
も
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
将
来
に
生
成
す
る
こ
と
の
あ
る
新
し
い
権
利
、
自
由
ま
た
は
管
轄
権
の
行
使
を
め
ぐ
っ
て
紛
争
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
・
第
二
九
七
条
に
列
挙
さ
れ
た
事
例
に
該
当
し
な
い
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
紛
争
は
す
べ
て
第
一
，
五

部
第
二
節
に
定
め
る
強
制
的
手
続
に
付
託
さ
れ
る
も
の
と
解
釈
さ
れ
る
。

　
こ
こ
で
み
た
よ
う
に
、
排
他
的
経
済
水
域
は
、
伝
統
的
な
領
海
と
も
公
海
と
も
異
な
る
特
別
の
法
制
度
に
服
す
る
水
域
で
あ
っ
て
、
．
そ

こ
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
と
他
国
の
権
利
と
の
関
係
が
条
約
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
し
か
も
、
そ
の
相
互
関
係
は
、
そ
れ
が
水
域
の
資

源
的
な
利
用
で
あ
る
か
、
あ
る
い
は
非
資
源
的
な
利
用
で
あ
る
か
に
よ
、
っ
て
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
す
な
わ
ち
、
他
国
は
、

52　（1　●99）　99



訟両冊 説

排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、
航
行
、
上
空
飛
行
、
海
底
電
線
と
海
底
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
敷
設
の
自
由
、
な
ら
び
に
、
こ
れ
ら
の
自
由
に
関

連
す
る
他
の
国
際
的
に
適
法
な
海
洋
の
利
用
の
自
由
を
、
公
海
に
お
け
る
の
と
同
様
に
享
受
す
る
の
で
、
沿
岸
国
は
こ
の
非
資
源
的
な
使

用
に
干
渉
す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
他
国
も
、
こ
れ
ら
の
自
由
の
行
使
に
あ
た
り
、
条
約
お
よ
び
条
約
に
合
致
し
て
制
定

さ
れ
た
沿
岸
国
法
令
を
遵
守
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
他
方
、
沿
岸
国
は
、
自
国
の
排
他
的
経
済
水
域
の
天
然
資
源
に
対
す
る
主
権
的

権
利
、
な
ら
び
に
こ
の
水
域
の
経
済
的
利
用
に
関
す
る
主
権
的
権
利
を
保
有
し
て
い
る
の
で
、
他
国
は
こ
れ
ら
の
資
源
的
な
利
用
に
干
渉

す
る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
沿
岸
国
は
、
こ
れ
ら
の
権
利
の
行
使
に
あ
た
っ
て
条
約
に
よ
っ
て
一
定
の
条
件
の
遵
守
を
要
求

さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
義
務
に
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
国
が
享
受

す
る
航
行
と
通
信
の
自
由
が
国
際
社
会
全
体
の
利
益
で
あ
り
、
水
域
の
資
源
に
対
す
る
主
権
的
権
利
が
当
該
沿
岸
国
の
個
別
的
な
利
益
で

あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
な
が
ら
も
、
な
お
、
こ
の
両
者
が
条
約
の
定
め
る
条
件
に
従
っ
て
、
対
等
の
地
位
を
保
つ
こ
と
を
保
証
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
沿
岸
国
が
保
持
す
る
機
能
は
、
条
約
に
規
定
さ
れ
た
条
件
に
基
づ
い
て
行
使
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ね
　

れ
る
条
約
上
の
権
限
で
あ
っ
て
、
国
際
法
が
沿
岸
国
の
排
他
的
処
理
に
委
ね
た
も
の
で
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
権
利
、
あ
る
い
は
、
こ
の
水
域
の
法
的
地
位
を
も
っ
て
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ち
漁
業

紛
争
を
除
外
す
る
こ
と
の
理
論
的
根
拠
に
す
る
の
は
、
い
さ
さ
か
困
難
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
第
三
の
論
点
は
、
海
洋
法
条
約
に
よ
っ
て
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
に
関
し
て
、
沿
岸
国
に
裁
量
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
か
ぎ

り
、
他
国
が
こ
の
裁
量
権
行
使
の
効
力
を
国
際
裁
判
所
で
争
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
、
沿
岸
国
が
裁
量

の
範
囲
内
で
行
動
す
る
と
き
に
は
、
他
国
は
そ
の
効
力
を
争
え
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
沿
岸
国
の
行
動
が
裁
量
の
範
囲
を

こ
え
る
場
合
に
は
国
際
裁
判
所
で
争
う
こ
と
は
可
能
で
あ
り
、
ま
た
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
沿
岸
国
が
権
利
あ
る
い
は
裁
量
を
保
持
す
る

か
否
か
の
点
も
、
裁
判
所
で
の
審
理
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
沿
岸
国
の
当
局
の
行
動
に
明
白
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な
手
続
上
の
蝦
疵
の
あ
る
場
合
を
除
い
て
、
沿
岸
国
の
当
局
が
裁
量
の
範
囲
を
こ
え
て
行
動
し
た
こ
と
を
、
国
際
法
廷
で
立
証
す
る
の
は

非
常
に
困
難
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
む
し
ろ
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
は
、
条
約
上
あ
る
機
関
に
裁
量
権
が
付
与
さ
れ
て
い
る
場
合
に

は
・
そ
の
行
使
に
対
す
る
司
法
的
審
査
を
排
除
す
る
立
場
が
乏
ら
れ
て
い
愈
た
と
え
ば
、
国
際
海
洋
法
裁
判
所
の
海
底
紛
争
裁
判
部
は
、

条
約
の
規
定
に
基
づ
い
て
国
際
海
底
機
構
が
行
使
す
る
裁
量
権
に
つ
い
て
管
轄
権
を
有
せ
ず
、
ま
た
、
い
か
な
る
場
合
に
も
同
機
構
に
代

っ
て
自
ら
裁
量
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
八
九
条
）
。
こ
の
点
で
、
司
法
的
審
査
の
問
題
に
つ
い
て
、
排
他
的
経

済
水
域
に
お
け
る
沿
岸
国
の
裁
量
権
と
、
深
海
底
に
関
す
る
国
際
海
底
機
構
の
裁
量
権
と
は
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
で
同
じ
取
扱
い
を
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　

け
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
み
て
、
海
洋
法
条
約
に
基
づ
い
て
、
沿
岸
国
が
排
他
的
経
済
水
域
で
行
使
す
る

裁
量
権
か
ら
発
生
す
る
紛
争
に
つ
い
て
は
、
国
際
裁
判
所
が
司
法
的
審
査
の
対
象
に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
す
る
論
点
は
、
す
く
な
く

と
も
国
際
社
会
の
現
在
の
発
展
段
階
に
お
い
て
は
、
有
効
な
理
論
的
根
拠
と
み
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
交
渉
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
発
生
す
る
紛
争
の
処
理
に
あ
た
っ
て
も
っ
と
も

配
慮
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
水
域
の
非
資
源
的
な
利
用
に
関
す
る
国
際
社
会
全
体
の
利
益
の
保
護
と
、
こ
の
水
域
の
資
源
的
な
利
用
に
関

す
る
沿
岸
国
の
利
益
の
保
護
と
の
間
に
存
在
す
べ
き
、
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
沿
岸
国
が
こ
の
水
域
の
非
資
源
的
な
利

用
に
関
す
る
条
約
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合
に
は
、
そ
れ
に
関
す
る
紛
争
を
国
際
裁
判
に
付
託
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
際
社
会
全
体
の

利
益
を
保
護
す
る
こ
と
が
ま
ず
合
意
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
水
域
の
天
然
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
は
、
上
部
水
域
の
生

物
資
源
に
対
す
る
権
利
（
第
六
一
一
六
二
条
）
と
、
海
底
の
非
生
物
資
源
お
よ
び
定
着
性
の
生
物
資
源
に
対
す
る
権
利
（
第
七
七
条
、
第
六
八

条
）
と
に
分
類
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
上
部
水
域
の
生
物
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
再
生
産
が
可
能
な
漁
業
資

源
の
有
効
な
利
用
を
確
保
す
る
こ
と
が
国
際
社
会
全
体
の
利
益
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
資
源
の
保
存
と
最
適
利
用
を
促
進
す
る
た
め

に
、
条
約
が
一
定
の
義
務
を
課
し
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
沿
岸
国
が
こ
れ
ら
の
義
務
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
に
お
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論説

け
る
紛
争
の
処
理
に
つ
い
、
て
、
一
九
七
八
年
の
第
五
交
渉
グ
ル
…
プ
の
結
論
は
、
こ
の
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
を
義
務
的
調
停
に
付
託

す
る
こ
と
に
と
ど
め
て
、
．
沿
岸
国
の
利
益
の
保
護
を
図
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
種
の
漁
業
紛
争
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国

の
司
法
機
関
ま
た
は
行
政
機
関
に
お
い
て
、
条
約
義
務
の
違
反
に
．
つ
い
て
救
済
を
求
め
る
こ
と
が
多
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま

り
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
紛
争
処
理
の
問
題
は
、
こ
の
水
域
の
漁
業
資
源
に
対
す
る
排
他
的
な
管
理
権
を
主
張
し
て
、
．
国
際

的
な
司
法
審
査
に
反
対
す
る
諸
国
と
、
こ
の
水
域
に
お
け
る
他
国
の
権
利
を
保
護
す
る
問
題
の
一
環
と
し
て
、
国
際
裁
判
所
に
よ
る
漁
業

紛
争
の
解
決
を
主
張
す
る
諸
国
と
が
対
立
し
た
結
果
、
条
約
全
体
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
双
方
の
立
場
を
留
保
し
た
ま
ま
合
意
さ
れ
た
も

の
な
の
で
あ
っ
た
。

（
－
）

統
合
草
案
第
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κ
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次
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排他的経済水域における漁業紛争の処理（三・完）（高林）
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排他的経済水域における漁紛争の処理（三・完）（高林）
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国
連
海
洋
法
条
約
は
、
条
約
の
解
釈
ま
た
は
適
用
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
て
、
当
事
国
の
選
択
す
る
平
和
的
手
段
で
解
決
さ
れ
な
か
っ

た
も
の
は
、
正
則
と
し
て
、
紛
争
当
事
国
の
一
方
の
請
求
に
よ
り
開
始
さ
れ
る
、
国
際
裁
判
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
、
国
際
連
合
の
も
と
で
採
択
さ
れ
た
多
く
の
国
際
立
法
に
お
い
て
は
、
実
体
規
範
に
つ
い
て
国
際
社
会
に
存
在
す
る
合
意
を
確
認

し
、
あ
る
い
は
、
国
家
間
に
お
け
る
新
し
い
合
意
を
創
設
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
実
体
規
範
の
解
釈
と
適

用
を
め
ぐ
っ
て
発
生
す
る
紛
争
を
、
国
際
裁
判
に
よ
っ
て
強
制
的
に
解
決
す
る
手
続
規
範
の
側
面
で
は
、
あ
ま
り
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
点
で
、
海
洋
法
条
約
が
、
条
約
に
つ
い
て
発
生
す
る
締
約
国
聞
の
紛
争
を
、
国
際
裁
判
所
で
強
制
的
に
解
決
す
る

義
務
を
設
定
し
た
こ
と
は
、
こ
の
条
約
に
お
け
る
実
体
規
範
の
充
実
と
あ
い
ま
っ
て
、
そ
の
大
き
な
特
色
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
、
国
際
裁
判
所
に
お
け
る
紛
争
解
決
手
続
が
、
そ
の
条
約
に
係
る
す
べ
て
の
紛
争
に
対
し
て
一
律
に
適
用
さ
れ
る
べ
き
か
、

あ
る
い
は
、
特
定
の
種
類
の
紛
争
に
つ
い
て
は
裁
判
所
へ
の
付
託
を
除
外
す
べ
き
か
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
、
す
で
に
一
九
七
四
年
の
カ
ラ

カ
ス
会
期
に
お
け
る
非
公
式
作
業
グ
ル
ー
プ
で
の
討
議
の
時
点
か
ら
、
各
鼠
代
表
の
意
見
が
対
立
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
国

際
裁
判
所
の
強
制
管
轄
権
か
ら
排
除
さ
れ
る
べ
き
紛
争
と
し
て
、
当
初
か
ら
強
く
主
張
さ
れ
て
き
た
の
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
天
然
資
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源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
で
あ
っ
た
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
排
他
的
経
済
水
域
あ
る
い
は
大
陸
棚
の
天

然
資
源
に
対
す
る
主
権
的
権
利
は
、
沿
岸
国
の
天
然
資
源
を
自
国
の
決
定
す
る
方
法
で
管
理
し
開
発
す
る
と
い
う
、
天
然
資
源
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

永
久
的
主
権
の
観
念
を
基
礎
に
す
る
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
う
し
た
沿
岸
国
の
権
利
の
行
使
を
国
際
裁
判
所
の
司
法
的
審
査
に
服
さ
せ
る

こ
と
に
、
多
く
の
国
か
ら
強
い
抵
抗
が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
排
他
的
経
済
水
域
お
よ
び
大
陸
棚
に
お
け
る
非
生
物
資
源
と
定
着
性
生
物
資
源
の
探
査
と
開
発
に
関
す
る
主
権
的
権
利
の
行

使
に
つ
い
て
、
海
洋
法
条
約
が
沿
岸
国
に
特
別
の
義
務
を
課
し
て
い
な
い
の
に
対
比
し
て
、
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
に
対
す
る
主

権
的
権
利
の
行
使
に
つ
い
て
は
、
再
生
産
が
可
能
な
漁
業
資
源
の
有
効
な
利
用
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
資
源
の
保
存
と
最
適
利
用
を
促

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

進
ず
る
た
め
に
、
条
約
は
沿
岸
国
に
一
定
の
義
務
を
課
し
て
い
る
点
に
大
き
な
違
い
が
存
在
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経

済
水
域
の
生
物
資
源
に
関
す
る
主
権
的
権
利
を
も
つ
と
は
い
え
、
な
お
こ
の
水
域
の
漁
業
資
源
の
管
理
に
つ
い
て
排
他
的
な
権
限
を
も
つ

も
の
で
は
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
、
海
洋
法
条
約
に
お
い
て
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
の
処
理
に
つ
い
て
最
終
的
に
採
用
さ
れ
た
解
決
策
は
、
つ
ぎ
の
よ
う

な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
に
関
す
る
沿
岸
国
の
主
権
的
権
利
、
お
よ
び
、
沿
岸
国
に
よ
る
条
約
に
基

づ
く
裁
量
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
は
、
国
際
裁
判
所
の
管
轄
権
か
ら
免
除
さ
れ
る
。
し
か
し
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業

資
源
の
保
存
と
最
適
利
用
に
つ
い
て
、
条
約
上
課
さ
れ
て
い
る
義
務
の
履
行
を
怠
る
場
合
に
は
、
紛
争
当
事
国
の
一
方
の
要
請
に
よ
り
開

始
さ
れ
る
義
務
的
調
停
に
よ
っ
て
、
紛
争
の
解
決
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
調
停
委
員
会
の
裁
量
を
も
っ
て
沿
岸
国
の
裁
量
に

代
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
の
よ
う
な
海
洋
法
条
約
の
規
定
は
、
海
洋
法
会
議
に
お
け
る
な
が
い
交
渉
の
結
果
到
達
さ
れ
た
妥
協
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

天
然
資
源
に
対
す
る
国
家
の
主
権
的
権
利
の
行
使
、
あ
る
い
は
、
条
約
に
基
づ
い
て
認
め
ら
れ
た
裁
量
権
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
が
、
国
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際
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
的
審
査
の
対
象
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
主
張
に
、
実
定
法
上
の
根
拠
を
提
供
し
た
ご
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ

の
意
味
で
、
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
排
他
的
経
済
水
域
の
漁
業
紛
争
の
取
扱
い
は
、
特
定
の
種
類
の
紛
争
に
対
す
る
国
際
裁
判
所
の
管
轄

権
の
適
用
を
制
限
す
る
た
め
の
有
力
な
先
例
を
、
将
来
に
む
け
て
残
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

（
－
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．
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嶺
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締
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伴
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号
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九
年
三
月
）
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一
一
〇
頁
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